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甲 

東 

今 

昔

け
い
と
う
に
赤
と
ん
ぼ

街
か
ど
の
ス
ケ
ッ
チ

エッセイ
わたしの甲東

　
私
が
小
さ
い
頃
は
、
甲
東
園
は

武
庫
郡
甲
東
村
と
い
っ
て
い
ま
し

た
。
段
上
地
区
に
は
イ
チ
ゴ
畑
が

多
く
あ
り
、
イ
チ
ゴ
の
採
れ
る
季

節
に
は
、
早
朝
畑
に
新
鮮
な
イ
チ

ゴ
を
買
い
に
行
く
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

　
幼
稚
園
や
小
学
校
も
近
く
に
な

く
、
幼
稚
園
は
関
西
学
院
教
会
付

属
の
仁
川
幼
稚
園
が
あ
っ
た
く
ら

い
で
、
小
学
校
は
甲
東
小
学
校
だ

け
で
し
た
。
校
区
は
仁
川
、
段
上
、

樋
ノ
口
、
遠
く
は
甲
山
か
ら
通
学

す
る
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。

　
私
は
、
阪
急
仁
川
駅
か
ら
門
戸

厄
神
駅
ま
で
電
車
通
学
で
し
た
。

電
車
は
今
の
よ
う
に
自
動
ド
ア
で

は
な
く
、
手
動
だ
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。
通
学
路
に
は
畑
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
小
学
校
の
北

門
前
に
は
、
甲
東
支
所
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
北
門
を
入
っ
た
所

に
相
撲
の
土
俵
が
あ
り
ま
し
た
。

西
側
の
校
舎
は
新
し
く
、
新
館
と

い
っ
て
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
小
学
生
の
頃
は
第
二

次
世
界
大
戦
中
で
、
戦
争
の
思
い

出
が
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
戦
争

中
は
、
関
西
学
院
大
学
に
は
予
科

練
生（
海
軍
飛
行
予
科
練
習
生
）

が
常
駐
し
て
い
て
、
訓
練
中
に
道

路
で
倒
れ
る
訓
練
生
も
い
ま
し
た
。

そ
の
頃
は
食
糧
不
足
で
、
少
し
の

土
地
も
無
駄
に
せ
ず
、
野
菜
な
ど

を
植
え
て
補
っ
て
い
ま
し
た
。
今
、

私
た
ち
が
農
園
作
業
を
楽
し
ん
で

い
る
の
と
は
違
い
ま
し
た
。

　
学
校
で
は
、
ア
ヒ
ル
を
飼
っ
て

田
ん
ぼ
の
浮
草
を
エ
サ
に
し
て
田

植
え
を
し
ま
し
た
。
稲
刈
り
が
済

め
ば
、
収
穫
し
た
お
米
を
学
校
で

炊
い
て
、
お
に
ぎ
り
が
配
ら
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
４
年
生
に
な
る
と
、
女
子
は
体

操
の
時
間
に
「
な
ぎ
な
た
」
の
使

い
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。
だ
ん
だ

ん
戦
争
が
激
し
く
な
り
、
空
襲
警

報
が
西
宮
に
も
出
る
よ
う
に
な
り
、

夜
は
電
灯
の
明
か
り
が
外
に
も
れ

な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
段

上
や
仁
川
の
川
下
の
方
の
空
襲
で

爆
撃
を
受
け
亡
く
な
っ
た
人
も
い

ま
し
た
。

　
私
が
６
年
生
の
昭
和
20（
１
９
４

５
）年
８
月
15
日
に
終
戦
。
戦
争

に
は
負
け
ま
し
た
が
、
空
襲
の
な

い
平
和
な
日
々
を
送
れ
る
幸
せ
を

感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
も
世
界
で
戦
争
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
が
、
早
く
平
和
が
く
る
こ

と
を
祈
る
の
み
で
す
。

　
絵
と
文  甲

東
園  

Ｔ
・
Ｋ（
90
歳
）
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いけだ鍼灸整骨院
院長 池田裕昭

西宮市野間町4-32-101
TEL 0798-64-5699

曜日 月

9：00～1：00

5：00～9：30

休

休 休

火 水 木 金 土受付時間

日祝休み

午
前
午
後

予約優先

と
も
に
生
き
る

と
も
に
生
き
る

��

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

　
甲
東
地
区
青
愛
協
で
は
、
年
間

を
通
し
て
多
く
の
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
５
年
生
が
関
わ
る
田
ん
ぼ
で
の

体
験
で
は
、「
水
田
の
会
」
の
皆

さ
ん
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

関
西
学
院
大
学
陸
上
部
の
人
た
ち

の
指
導
の
下
、
運
動
会
前
に「
走

り
方
教
室
」を
。
老
人
会
の
人
た

ち
と
楽
し
む「
昔
遊
び
」。
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
の
人
の
指
導
で

「
転
が
し
ド
ッ
ジ
」「
長
縄
跳
び
」

な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

を
大
切
に
し
な
が
ら
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　
下
校
時
、
地
域
の
巡
回
を
し
て

い
る
青
少
年
補
導
の
人
た
ち
。
そ

し
て
、
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
快
く
施
設
を
提
供
し
て
く
れ

る
甲
東
小
学
校
の
山
根
桜
子
校
長

た
ち
に
感
謝
し
ま
す
。

　
地
域
、
学
校
、
青
愛
協
が
共
に

連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
、
安
全
に
過
ご
せ
る
環
境
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

甲
東
地
区
青
少
年
愛
護
協
議
会

会
長
　
杉
浦
　
惠

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、

段
上
小
学
校
の
長
寿
命
化
計
画
も

終
了
し
、
今
年
度
は
５
年
ぶ
り
に

リ
ア
ル
な
復
活
の
年
と
な
り
ま
す
。

　
４
年
間
、
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
以

外
、
場
所
や
内
容
を
工
夫
し
て
実

施
し
て
き
ま
し
た
が
、
従
来
ど
お

り
小
学
校
を
拠
点
と
し
た
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
も
復
活
し
ま
す
。

　
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
す

る
時
代
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が

心
豊
か
で
す
こ
や
か
に
成
長
し
て

ほ
し
い
願
い
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
目
指
す
子
ど
も
た
ち
の「
心
の

ふ
る
さ
と
づ
く
り
」「
安
心
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
」の
た
め
に
、
今

年
度
は
よ
り
一
層
、
一
人
一
人
の

小
さ
な
力
を
大
き
な
力
に
変
え
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
今
後
の
予
定
】

・
10
月
12
日
㈯
い
も
掘
り

・
11
月
17
日
㈰	

秋
ま
つ
り	

in 

報
徳
学
園

・
12
月
14
日
㈯	

ふ
れ
あ
い
も
ち
つ
き
大
会

・
12
月
20
日
㈮	

段
上
年
末
パ
ト
ロ
ー
ル

・
12
月
22
日
㈰	

冬
の
キ
ュ
ー
ブ
ア
ー
ト

・
１
月
31
日
㈮	

星
を
観
る
会

・
３
月
２
日
㈰	

む
か
し
遊
び

校
庭
解
放
　
毎
月
第
１
・
第
３
㈯
開
催

段
上
地
区
青
少
年
愛
護
協
議
会

会
長
　
谷
川
　
紀
子

　
段
上
西
地
区
青
愛
協
で
は
、
２

学
期
以
降
も
た
く
さ
ん
の
行
事
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
秋
に
は
段
上

西
小
学
校
近
く
の
畑
で
い
も
掘
り

や
ダ
イ
コ
ン
の
収
穫
を
し
ま
す
。

関
わ
っ
て
く
れ
た
人
や
大
地
の
恵

み
に
感
謝
し
、
自
分
た
ち
と
同
じ

土
地
で
育
っ
た
野
菜
を
収
穫
す
る

貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
す
。
毎
年

人
気
の
あ
る
行
事
で
す
。

　
他
に
も
、
段
上
西
小
学
校
の
校

庭
で
星
空
観
察
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
近
隣
高
校
の
生
徒
や
先
生
の

協
力
の
下
、
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
冬
に
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
お
楽
し

み
会
や
も
ち
つ
き
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
初
め
て
の

も
ち
つ
き
体
験
と
な
り
、
上
手
に

お
も
ち
が
で
き
る
か
ド
キ
ド
キ
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
私
た
ち
は
、
こ
の

地
域
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
ふ

る
さ
と
に
な
れ
る
よ
う
、
地
域
の

特
性
を
生
か
し
、
地
域
の
い
ろ
い

ろ
な
世
代
の
人
た
ち
と
子
ど
も
た

ち
が
交
流
を
持
て
る
機
会
の
提
供

を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

段
上
西
地
区
青
少
年
愛
護
協
議
会

会
長
　
ス
ミ
ス
　
昌
子

　
私
た
ち
は
、
地
域
の
宝
で
あ
る

子
ど
も
た
ち
の
明
る
く
元
気
な
活

動
の
応
援
隊
と
し
て
、
多
方
面
か

ら
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
各
種
行

事
を
計
画
、
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
行
事
の
一
つ
に
「
青
愛
協
フ
ェ

ス
タ
」
が
あ
り
ま
す
。
夏
休
み
中

の
１
日
、
樋
ノ
口
小
学
校
を
会
場

に
、
教
室
を
い
く
つ
か
の
ブ
ー
ス

に
分
け
て
、
先
生
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地

域
各
種
団
体
、
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
（
一
夏
一
善
）
の
皆
さ
ん
が

一
堂
に
集
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
が

さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ー
ス
で
体
験
と
交

流
が
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
12
月
に
は
「
版
画
で
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
新
年
カ
レ
ン
ダ
ー
を

作
ろ
う
」、
１
月
に
は
「
新
春
凧た

こ

あ
げ
大
会
」
を
開
催
。
こ
の
他
に

も「
放
課
後
子
供
教
室
」を
年
間
、

12
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
も

ら
う
た
め
、
引
き
続
き
、
支
援
、

協
力
を
得
な
が
ら
安
全
、
安
心
を

第
一
に
、
楽
し
い
実
り
あ
る
活
動

を
目
指
し
、
役
員
一
同
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

樋
ノ
口
地
区
青
少
年
愛
護
協
議
会

会
長
　
上
田
　
三
路

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

地
域
で
応
援
し
ま
し
ょ
う

〝
地
域
の
子
ど
も
た
ち
〟
を

見
守
ろ
う
、
育
て
よ
う

地
域
の
特
性
を
生
か
し
て

地
域
力
結
集
の
年

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
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八〇六年創建　大市郷総鎮守の社

例大祭 10月14日（月）宵宮
10月15日（火）本宮

大市八幡神社

・10月12日（土）太鼓台曳行
・10月13日（日）神輿・太鼓台曳行

厄除祈願 交通安全祈願

初宮詣 その他御祈願

七五三詣 出張祭

御祈祷ご案内御祈祷ご案内

〒663－8016
西宮市若山町3－31
☎0798-64-0670

ホームページは
こちら！

～一年で最も重要なお祭り～

保
存
版

西 宮 市 高 齢 者 あ ん し ん 窓 口西 宮 市 高 齢 者 あ ん し ん 窓 口
（地域包括支援センター）

相談は本人、 家族、 近所の皆さん、 どなたでも連絡してください。

西宮市高齢者あんしん窓口
甲　 東

西宮市高齢者あんしん窓口
甲　 武

TEL/0798-57-5280
FAX/0798-54-8788
西宮市上甲東園２丁目11-60

TEL/0798-54-8883
FAX/0798-54-8870
西宮市段上町６丁目24-1

一ケ谷町、上ケ原一〜十番町、上ケ原山田町、
上ケ原山手町、岡田山４〜７番、
上大市１・２丁目、上甲東園、神呪町、
甲東園３丁目、下大市西町、下大市東町、
松籟荘、仁川五ケ山町、仁川百合野町、
仁川町３〜６丁目、門前町、門戸岡田町、
門戸西町、門戸東町、門戸荘、若山町

  一里山町、大島町、上大市３〜５丁目、
  甲東園１・２丁目、田近野町、段上町、
  仁川町１・２丁目、樋ノ口町

◆あんしん窓口の開所時間は、月〜土曜日（祝祭日・年末年始は除く）の午前9時〜午後5時です。
　職員が不在の場合もありますので、来所されるときは事前にお電話ください。

◆参考資料／市・福祉のまちづくり課リーフレット

● 介護保険に関する相談
● 市の福祉サービスの相談・申請
● 認知症についての相談・支援

● 権利擁護、成年後見制度、 
    高齢者虐待に関する相談・   
    支援

● 「要支援１・２」と認定された人や、 
    総合事業の事業対象となる人のケア    
    プランを作成
● 「西宮いきいき体操」の取り組み支援
● 認知症、フレイルの予防・支援

● 心身の状態や介護する状況が変わ
っても、住み慣れた地域で暮らし
ていけるように、医療機関、民生
委員・児童委員、ケアマネジャー、
各地域団体など、さまざまな関係
機関とネットワークを結び、高齢
者の生活全体を支えます

❶ 相談・支援

❸ 権利擁護

❷ 介護予防

❹ 連    携

保  

健  

師

（
看
護
師
）

社
会
福
祉
士

 

主  

任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

西宮市高齢者
あんしん窓口

（地域包括支援センター）

連 携

●担当地区●

●担当地区●
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新 年 祈 祷 会
厄 除 大 祭
星 祭
夏 季 厄 除 大 祭
秋 季 厄 除 大 祭
七 五 三 詣
人 形 供 養 祭
納 厄 神
星 祭 開 白
 

1 月 1 日 ～ 7 日
1 月 18 日・19 日
節 分
８月19日（厄神夏祭り）
10 月　1 9　日
11月15日（11月中受付）
11月19日（3月より受付）
12 月　1 9　日
冬 　 至（ 星 祭 り ）

厄 除 例 祭 毎月19日

であい市門戸厄神　11月3日（日）開催予定

トライやる・ウィークトライやる・ウィーク
 〜社会の一員として  地域で学んだ5日間〜 〜社会の一員として  地域で学んだ5日間〜

　甲陵中学校では５月13～17日、甲武中
学校では５月27～31日に「トライやる・
ウィーク」が実施されました。中学２年生
がさまざまな事業所で、職場体験などに
取り組む活動です。

　甲陵中学校では７月２日に、甲武中学
校では6月21日に行われたトライやる・
ウィーク報告会では、２年生全員の前で
グループごとに事業所で体験した様子を
発表しました。トライやる・ウィーク推進
委員長をはじめ事業所からの来賓や保護
者も、各報告に耳を傾けていました。

　作文で発表するグループ、得た知識を
クイズにして出題するグループ、実際の
ユニホームを着用するグループ、大きな
スクリーンも多用され、それぞれに工夫
が凝らされていました。被り物を身に着
けた劇や、歌やダンスを交えて楽しく表
現するグループもあり、会場はたびたび
笑いに包まれました。

　２年生全員の心の成長の場となる事業
所探しは、青少年愛護協議会をはじめと
した地域の人々の協力があってこそです。
学校ではできない体験をしたことを、こ
れからの人生に役立てたい、働いている
親の大変さが分かった、地域の事業所の
ぬくもりを感じたなど、最後にはどのグ
ループも受け入れてくれた事業所の皆さ
んや支えてくれている親や地域の人々へ
の感謝の気持ちを語っていました。これ
からの人生において役立つ体験ができた
ことでしょう。

【タイ国料理店イサラ】Ｋ・Ｒ（甲陵中）
①教えてもらったタイ語を使って注文を
書いたり、伝えたりしたこと。新鮮で
楽しかった。

②注文を書いて、料理を持って行って、
片づけてというくり返しの作業が、忙
しい日はとくに大変でした。

③体験をする前は働くことは大変でしん
どいだろうなと思ったが、楽しいこと
もあり、仕事に対する考え方が変わった。

【仲農園】Ｎ・Ａ（甲陵中）
①活動した仲間と協力して、掃除や販売
をしたことです。効率よく作業するた
めにチームワークを発揮できました。

②敷地内の落ち葉を掃除することです。
ずっと立ち作業だったので疲れました
が、その分、厳しさなどを学べました。

③なかなか体験できない仕事に関わらせ
ていただきました。職業の選択肢を知
ることができて視野が広がりました。

【西宮市立中央病院】Ｉ・Ｍ（甲陵中）
①リハビリの補助や心電図の計測、手術
の見学など生まれて初めて体験するこ
とばかりで全てが印象深かったです。

②患者さんの着替えの介助体験が、患者
さんに負担がかからないようにするた
めの手順が複雑で大変でした。

③看護師さんたちが責任を持って仕事に
取り組んでいる姿を見て、私も将来同
じように頑張りたいと思いました。

西宮の昔がわかる古文
書に初めて触れました

たのもしいお兄ちゃんを目指して

地道な作業を
協力して頑張ります
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広告

小学生・中学生　　見学自由・体験無料　　甲東小学校北門すぐ
受験対策・先取り学習・宿題補講・自習　講師は全員現役関学生！！

◆放課後等デイサービス◆　放課後 スクール いつざいや
〜学習習慣が自然に身につく！！最先端リード法採用〜

発達障害・多動・学習障害のお子様、塾や習い事との併用も大歓迎！

【逸材屋・本店】 ☎ 0120−214−620 mstage@mstage-itsu.jp 〒662−8023
西宮市神呪町5-26

トライやる・ウィークトライやる・ウィーク
 〜社会の一員として  地域で学んだ5日間〜 〜社会の一員として  地域で学んだ5日間〜

•••••••••••••••••
•　　　　　　　　　　　　　　　•
•　　　　　　　　　　　　　　　•
•　　　　　　　　　　　　　　　•
•　　　　　　　　　　　　　　　•
•　　　　　　　　　　　　　　　•
•　　　　　　　　　　　　　　　•
•　　　　　　　　　　　　　　　•
•　　　　　　　　　　　　　　　•
•　　　　　　　　　　　　　　　•
•　　　　　　　　　　　　　　　•
•••••••••••••••••

　私は、母親が介護の仕事をしてい
たこともあり、介護施設での職業体
験を希望しました。
　利用者さんと話をしたり、レクリ
エーションに参加したり、私が体験
したことはほんの一部だったと思い
ます。それでも母親の仕事を少しで
も知ることができ、うれしかったで
すし、介護職の大変さを身に染みて
感じ、母親に尊敬の念を抱きました。
　また、普段は高齢の人と関わる機
会が少なく、介護施設での仕事はア
ルバイトなどで気軽に経験できるも
のでもないため、非常に貴重な体験
となりました。
　そして、介護施設は “誰かのために
働く ”ということを、より直接的に感
じられる環境だったため、私も将来
誰かの役に立てるような仕事をした
いと思うきっかけとなりました。

トライやる・ウィークを経験して
今、思うこと

大学生　Ｍ・Ｂ
（甲武中出身）

たくさん食
べて、

すくすく育
ってね

管理する品数の多さに
ビックリ！

【有限会社左官山本組】Ｉ・Ｒ（甲武中）
①光るどろだんごを作った時。左官の磨

き壁という技法を応用してビンの口を
あて、丸く押し固めていく時。

②職人さんと比べて土の量ははるかに少
ないのにすごく重くて、時々休まない
と壁塗りを続けられないこと。

③丁寧な指導や飲み物をくださったりと、
あたたかく接してもらいました。私も
人に優しくしたいと思いました。

【上ケ原幼稚園】Ｍ・Ｓ（甲武中）
①一生懸命子どもと一緒に遊んで楽しか

ったし、子どもがとっても喜んでくれ
てとてもやりがいを感じた。

②子どもたちが思いがけないことをして
対処が難しかったり、こっちの言うこ
とを聞いてくれなくて大変だった。

③子どもと関わって、その場その場の対
応が求められたので、自主的な行動を
起こすことができるようになった。

【つぼみの子保育園】Ｋ・Ｎ（甲武中）
①最終日にお楽しみ会を開いた時、子ど

もたち全員が笑顔で「ありがとう」と
言ってくれた時にやって良かったと思
ったこと。

②子どもたちの寝かしつけで、小さい子
だと泣いてしまう子もいたので、どう
対応すればよいのかが難しかった。

③自分が誰かに何かをしてあげるときに、
その人の「ために」してあげるのでは
なく自分からやろうと思うこと。

実際に体験してきた中学２年生たちに
感想を聞いてみました！

【事業所名】イニシャル（学校名）
①やりがいがあった、または楽しかった
　と感じたできごとはなんですか？
②体験を通して、一番大変に感じたこと
　はなんですか？
③「トライやる」を経て、自分の中で何か
　変化したことはありますか？

礼儀作法から
教えていただ
きました

たくさんの注文に大忙し
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取材後は樋ノ口小学校を訪問。
校内を見学しながら童心に返る市田さん

写真集
『西宮のキリトリセン®』

「甲東青愛協」のベスト
を着て活動します

◀︎

◀︎◀︎見守りが必要な場所

写真家の市田響さん。穏やかな
笑顔とやさしい話し方が印象的

瞬
間
の
感
性
と
縁
を
大
切
に

～
写
真
家   

市
田 

響
さ
ん
～

子
ど
も
た
ち
を
守
る
地
域
の
力

　
コ
ー
ヒ
ー
好
き
で
通
っ
て
い
た

店
の
店
主
か
ら
写
真
展
開
催
の
誘

い
を
受
け
、「
西
宮
の
キ
リ
ト
リ
セ

ン
」
と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
西

宮
市
の
石
井
登
志
郎
市
長
を
は
じ

め
、
西
宮
の
人
た
ち
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　
写
真
を
通
し
て
人
と
の
出
会
い

が
生
ま
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
縁
が
深
ま
り
、
令
和

５
年
10
月
に
、
写
真
集
『
西
宮
の

キ
リ
ト
リ
セ
ン
®
』
を
出
版
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
の
写
真
の
大
き
な
テ
ー
マ
は 

　
　
　
　
　
　 「
地
域
に
根
ざ
す
」

　
　
　
　
　
　
　 

で
す
。「
ま
ち
」

　
　
　
　
　
　
　
　
の
瞬
間
を
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ト
リ
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
写
真
を
通
し

　
　
　
　
　
　
　
て
、
話
を
弾
ま

せ
て
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
ら
う
れ

し
い
で
す
。

　
樋
ノ
口
小
学
校
、
甲
武
中
学
校

の
卒
業
生
で
、
現
在
は
福
祉
関
係

の
仕
事
の
傍
ら
、
写
真
家
と
し
て

も
活
動
し
て
い
る
市
田
響
さ
ん
が
、

次
の
よ
う
に
語
り
ま
し
た
。

　
カ
メ
ラ
に
触
れ
る
き
っ
か
け
は
、

美
術
好
き
な
父
の
存
在
で
し
た
。

芸
術
に
触
れ
る
環
境
が
身
近
に
あ

り
ま
し
た
。15
歳
ご
ろ
か
ら
、「
ま
ち
」

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
を

歩
い
て
、
気
に
な

る
光
景
や
建
物

な
ど
、
瞬
間
の

感
性
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
シ
ャ
ッ
タ
ー

ボ
タ
ン
を
押
す
日
々
。
成
人
式
後

に
中
学
校
同
窓
会
で
再
会
し
た
恩

師
で
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
経
営
の
船
橋

正
樹
さ
ん
と
の
縁
が
、
写
真
家
と

し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
は
、
毎
週
水
曜
日
に
通

学
路
で
黄
色
い
旗
を
持
ち
な
が
ら
、

下
校
中
の
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り

を
し
て
い
る
人
た
ち
を
知
っ
て
い

ま
す
か
？

　「
さ
よ
う
な
ら
」

「
お
か
え
り
な
さ

い
」と
、
最
初
は

一
方
通
行
だ
っ
た

あ
い
さ
つ
が
、

い
つ
し
か
子
ど

も
た
ち
か
ら
「
こ
ん
に
ち
は
！
」

「
さ
よ
う
な
ら
」や
、「
今
日
こ
の
後
、

友
達
と
公
園
で
遊
ぶ
約
束
し
て

ん
！
」と
、う
れ
し
そ
う
に
話
し
か

け
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

友
達
と
の
約

束
や
習
い
事

に
遅
れ
な
い

よ
う
に
早
く

帰
り
た
く
て

も
「
車
が
来

て
い
る
か
ら

ち
ょ
っ
と

待
っ
て
ね
」

と
声
を
か
け
ら
れ
る
と
、
お
と
な

定休日 ： 毎週　  木曜日
 第1・第3水曜日

広告

し
く
待
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
。

見
守
り
ス
タ
ッ
フ
と
の
間
に
は
信

頼
関
係
が
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
下
校
時
の
見
守
り
活
動
は
、
甲

東
地
区
青
少
年
愛
護
協
議
会
の
役

員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
ま
す
。
当
初
３
カ

　
　
　
　
　
　
所
で
の
見
守
り
を

　
　
　
　
　
　
計
画
し
て
い
ま
し

　
　
　
　
　
　
た
が
、
参
加
人
数

　
　
　
　
　
　
が
足
り
ず
、
１
カ

　
　
　
　
　
　
所
ず
つ
し
か
で
き

　
　
　
　
　
　
な
い
の
が
現
状
で

す
。「
毎
週
水
曜
日
の
14
時
30
分

～
15
時
過
ぎ
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

月
に
１
度
で
も
い
い
の
で
、見
守
り

に
参
加
し
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ

う
か
」
と
、
会
長
の
杉
浦
惠
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
が
話
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
の
目
が

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
犯
罪
の
抑
止
　

　
　
　
　
　
　
　
　
力
に
な
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
す
。ま
た
、子

　
　
　
　
　
　
　
　
ど
も
た
ち
自

　
　
　
　
　
　
　
　
身
で
交
通
ル

ー
ル
を
身
に
付
け
る
こ
と
に
も
役

立
ち
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
改

め
て
気
付
け
る
取
り
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
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新築みたいにきれいになりました

バレーボール好きの男女が大集合。
試合は白熱した展開に！

お菓子を片手に
休憩タイム

北館に新しくできた多目的トイレ

長
寿
命
化
改
修
工
事
終
了

よ
り
快
適
な
段
上
小
学
校
に

み
ん
な
で
楽
し
む

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
大
規
模
な
長
寿
命
化
改
修
工
事

が
１
月
31
日
に
終
了
し
、
明
る
く

な
っ
た
校
舎
で
段
上
小
学
校
の
新

た
な
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
段
上
小
学
校
は
、

昭
和
40（
１
９
６
５
）年

か
ら
44
年
に
か
け
て
、

３
棟
の
校
舎
と
体
育
館

が
順
に
建
築
さ
れ
ま
し

た
。
従
来
、
学
校
施
設

は
築
50
～
60
年
程
度
で

改
築
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
31（
２
０
１
９
）

年
２
月
に
策
定
さ
れ
た

学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

き
、
長
寿
命
化
改
修
な
ど
を
実
施
。

校
舎
や
体
育
館
を
対
象
に
、
内
外
装

の
全
面
的
改
修
、
空
調

・電
気・給
排
水
設
備
の

改
修
が
行
わ
れ
、
原
則

築
80
年
ま
で
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
改
修
内
容
が
多
岐
に

わ
た
る
上
、騒
音
や
安
全

面
を
考
慮
し
夏
休
み
な

ど
の
長
期
休
業
期
間
を

中
心
に
実
施
し
た
た
め
、

約
２
年
の
期
間
を
要
し
ま
し
た
。

騒
音
が
気
に
な
る
場
面
が
あ
っ
た

　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21（
Ｓ
Ｃ
21
）

段
上
西
（
以
下
Ｓ
Ｃ
21
段
上
西
）

が
主
催
す
る
「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
」
が
６
月
15
日
に
段
上

西
小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
し
た
の
は
Ｓ
Ｃ
21
段

上
西
に
通
う
子
ど
も
の
保
護
者
チ

ー
ム
や
、
こ
の
大
会
に
参
加
す
る

た
め
地
域
の
有
志
で
結
成
さ
れ
た

チ
ー
ム
な
ど
６
チ
ー
ム
で
す
。

　
試
合
で
は
、
ポ
イ
ン
ト
が
入
れ

ば
「
や
っ
た
ぁ
！
」
と
み
ん
な
で

拍
手
。
誰
か
が
空
振
り
を
す
れ
ば

「
次
、が
ん
ば
ろ
う
！
」
と
笑
顔
で

励
ま
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　
リ
ー
グ
戦
（
各
チ
ー
ム
総
当
た

り
）
の
前
半
終
了
後
は
休
憩
タ
イ

ム
。
主
催
者
か
ら
振
る
舞
わ
れ
た

お
菓
子
と
飲
み
物
を
片
手
に
談
笑

す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
英
気
を
養
っ
た
と
こ
ろ
で
後
半

戦
へ
。
終
盤
に
な
る
と
「
も
う
足

が
動
か
な
い
～
」
と
笑
い
な
が
ら

も
、
コ
ー
ト
の
外
ま
で
必
死
に
ボ

ー
ル
を
追
い
か
け
、
最
後
ま
で
全

力
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
閉
会
式
で
は
全
員
に
参
加
賞
が

用
意
さ
れ
、
優
勝
チ
ー
ム
か
ら
順

番
に
ジ
ュ
ー
ス
や
お
菓
子
、
卵
や

調
味
料
な
ど
好
き
な
賞
品
を
選
択
。

「
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！
」と
お
互

い
の
健
闘
を
た
た
え
合
い
、
大
会

は
終
了
し
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｃ
21
段
上
西
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
で
は
、
部
員
を
大
募
集
中
。
経

験
者
は
も
ち
ろ
ん
、
未
経
験
の
人

も
大
歓
迎
。
一
緒
に
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
楽
し
み
な
が
ら
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

第
１・３・４
土
曜 

16
～
18
時
開
催

段
上
西
小
学
校
体
育
館

連
絡
先
　
小
林
ま
で

０
９
０
・
４
２
９
７
・
５
８
９
７

り
、
工
事
の
段
階
に
合
わ
せ
て
教

室
移
転
、
動
線
変
更
の
必
要
が
あ

っ
た
り
、我
慢
の
２
年
間
で
は
あ
り
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
ま
し
た
が
、
学
校

　
　
　
　
　
　
か
ら
要
望
し
た
ト

　
　
　
　
　
　
イ
レ
の
洋
式
化
、　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

　
　
　
　
　
　
照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ

　
　
　
　
　
　
Ｄ
化
な
ど
が
実
現

　
　
　
　
　
　
し
ま
し
た
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
ス
ラ
イ
ダ
ー
黒
板

　
　
　
　
　
　
や
多
目
的
ト
イ
レ

　
　
　
　
　
　
の
整
備
な
ど
機
能

面
で
向
上
し
、
体
育
館
の
床
は
木

材
か
ら
、
さ
さ
く
れ
な
ど
が
生
じ

な
い
長
尺
弾
性
塩
ビ
シ
ー
ト
に
変

　
　
　
　
　
　
わ
り
、
安
全
性
も

　
　
　
　
　
　
高
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
日
常
が
戻
っ
た

　
　
　
　
　
　
小
学
校
で
は
、
段

　
　
　
　
　
　
上
地
区
夏
ま
つ
り
、

　
　
　
　
　
　
段
上
地
区
ふ
れ
あ

　
　
　
　
　
　
い
運
動
会
な
ど
も

　
　
　
　
　
　
再
開
さ
れ
、
地
域

　
　
　
　
　
　
の
集
い
の
場
と
し

　
　
　
　
　
　
て
も
に
ぎ
や
か
さ

が
戻
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

地元に親しまれ
　　　信頼されて60年

⑬

不動産のことは当社へ
何なりとご相談下さい！！

広告



第386号 令和 6年 9月 1日 　ふ る さ と 甲 東 ⑻

�
☎
51
・
3
7
4
8

☆
絵
葉
書
で
見
る

神
戸
・
阪
神
の
景
観

日
時　

10
月
６
日
㈰
⓭
時
㉚
分
　

　
　
～
⓯
時

講
師
　
日
本
絵
葉
書
会
会
員

元
県
立
西
宮
高
校
教
諭
　

石
戸
　
信
也
氏

場
所　

講
堂

定
員　

当
日
先
着
50
人

☆
秋
の
コ
ン
サ
ー
ト

　
～
市
制
１
０
０
周
年

　
　
　
記
念
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
～

日
時　

10
月
26
日
㈯
⓭
時
㉚
分
～

　
⓮
時
㉚
分

講
師　

ミ
・
ベ
モ
ル

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
カ
ル
テ
ッ
ト

場
所　

講
堂

定
員　

当
日
先
着
80
人

開
場
　
13
時

☆
土
の
な
か
の
西
宮

　
～
発
掘
成
果
か
ら
読
み
解
く

古
代
西
宮
の
歴
史
～

日
時　

11
月
12
日
㈫
⓭
時
㉚
分
　

　
　
～
⓯
時

講
師　

市
・
文
化
財
課郷

土
資
料
館

学
芸
員
　
森
下
　
真
企
氏

場
所　

講
堂

定
員　

当
日
先
着
50
人

段
上
公
民
館

�

☎
53
・
0
9
3
1

☆ 
ス
マ
ホ
で
始
め
よ
う
！

災
害
の
備
え

日
時　

９
月
30
日
㈪
⓭
時
㉚
分
　

　
　
～
⓯
時

講
師　

ス
マ
ホ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

定
員　

20
人

申
し
込
み　

往
復
は
が
き

☆
楽
し
く
備
え
る
！

　「
あ
る
と
い
い
か
も

防
災
パ
ッ
ク
」
を
つ
く
る

日
時　

10
月
24
日
㈭
⓭
時
㉚
分
　

　
　
～
⓯
時

講
師　

地
域
学
習
推
進
員
会

推
進
員
　
神
澤
　
佐
紀
氏

定
員　

20
人

材
料
費　
５
０
０
円
（
当
日
集
金
）

申
し
込
み　

往
復
は
が
き

甲
東
公
民
館

☆ 

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
演
奏
と

詐
欺
防
止
の
話
（
仮
）

日
時　

11
月
14
日
㈭
⓭
時
㉚
分
　

　
　
～
⓯
時

講
師　

元
警
察
官

鷹
取
　
靖
彦
氏

申
し
込
み　

事
前
申
し
込
み
不
要

高
木
公
民
館

�

☎
65
・
1
5
6
9

☆
二
胡
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

９
月
15
日
㈰
⓭
時
㉚
分
～

　
⓮
時
㉚
分

出
演
　
二
胡
奏
者楠

田
　
名
保
子
氏

場
所　

3
階
講
堂

定
員　

80
人

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み　

当
日
受
け
付
け（
先
着
順
）

☆
癒
し
の
音
楽

日
時　

10
月
23
日
㈬
⓭
時
㉚
分
　

　
　
～
⓯
時

出
演
　
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
音
楽
院

場
所　

3
階
講
堂

定
員　

40
人

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み　

当
日
受
け
付
け（
先
着
順
）

　段
上
児
童
館

�

☎
53
・
8
3
0
3

☆
保
健
師
・
栄
養
士
さ
ん
が

や
っ
て
く
る
！

日
時　

９
月
20
日
㈮
⓾
時
⓯
分
～

　
⓫
時
⓯
分

対
象　

０
歳
～

申
し
込
み　

オ
ン
ラ
イ
ン

☆
よ
ち
よ
ち
広
場

　
～
こ
ど
も
の
成
長
と
育
児
～

日
時　

10
月
15
日
㈫
⓾
時
㉚
分
～

　
⓫
時
㉚
分

対
象
　
０
～
２
歳

申
し
込
み　

オ
ン
ラ
イ
ン

☆
は
じ
め
ま
し
て

赤
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ

日
時　

10
月
17
日
㈭
⓾
時
㉚
分
～

　
⓫
時
㉚
分

対
象　

令
和
６
年
４
月
１
日
以
降

　
　
　
生
ま
れ
の
子
ど
も
と
そ
の

　
　
　
母
親
（
初
参
加
優
先
）

　
　
　
１
歳
以
上
の
き
ょ
う
だ
い

　
　
　
は
参
加
不
可

申
し
込
み　

オ
ン
ラ
イ
ン

※
諸
事
情
に
よ
り
予
告
な
く
中
止
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　いつも『宮っ子』を愛読いただきありがとうございます。
11・12月号（次号）からの広告を募集します

•　１段分　たて 4.5㎝×よこ 18㎝
 １回分　15,000 円
• 　½段分　たて 4.5㎝×よこ９㎝
 １回分　 8,000 円

　　申し込み　甲東コミュニティ委員会
 山﨑　☎ 53−4591
 川東　☎ 65−4265
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